
 

  

Ryu’s Paper
 あけましておめでとうございます。本年も龍華図書館をよろしくお願いいたします。2024 年最初の『図

書館でめぐる郷土～八尾市史編～』のテーマは『高安城』です。高安城が存在したことは書物に記述が残

っていたものの、どこに建てられていたのか長らく謎のままでした。ですが、八尾の市民研究団体「高安

城を探る会」が城の倉庫跡とみられる礎石群を発見したことで調査が大きく前進しました。 
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 高安城は、八尾市服部川の高安山山頂付近から、奈良県生駒郡平群
へ ぐ り

町、三郷町にかけて存在したと推定され

る古代山城で、天智６年（６６７年）に築かれました。高安城が築かれた背景には当時の東アジアの情勢が大きく関

わっています。その頃の朝鮮半島には高句
こ う く

麗
り

、百済
く だ ら

、新羅
し ら ぎ

という３つの国がありましたが、中国王朝である唐が高

句麗に攻め込んできます。しかし高句麗は強く、唐の皇帝は斉明６年（６６０年）３月に高句麗の同盟国である百済

を攻撃し、南から高句麗に攻め入る方針に踏み切りました。その後、唐は新羅と連合し百済を滅ぼしてしまいます。

百済は日本と親しい関係にあり、百済が完全に失われてしまうと唐と新羅は日本を支配しようとするかもしれませ

ん。そこで天智２年（６６３年）に日本は百済復活のための援軍をおくり、戦争に参加しましたが朝鮮半島西部の白
は く

村江
そんこ う

で唐の強力な水軍に敗れてしまいました。これが「白村江の戦い」です。唐の強さを恐れた日本が防衛のた

め、各地に築いた城のひとつが高安城と言われています。高安城に関する記述は、『日本書紀』と『続日本紀』に全

部で１２件残されており、城内には倉庫があり、穀物や塩などが備蓄されていたことがわかります。大宝元年（７０１

年）に高安城の廃止とそれに伴い舎屋等を移し替えたこと、和銅５年（７１２年）１月に高安烽
たかやすのとぶひ

（狼煙を上げる施設）

が廃止された記録が見られますが、同年８月に元明
げんめい

天皇が行幸
ぎょうこう

された記録を最後に城に関する記述はなくなり、

所在地も不明となりました。長らく詳細がわからなかった高安城でしたが、昭和５３年（１９７８年）に市民研究団体の

「高安城を探る会」によって高安山の東方、生駒郡平群町の山中で高安城の遺構と思われる礎石建物跡（倉庫群

跡）が発見され、それを機に大々的な発掘調査が実施されるようになりました。しかし調査の結果、この建物跡は廃

城後の奈良時代初期（７３０年頃）のものであることが判明しました。 

一方で昭和５７年（１９８２年）に高安城の築城時期と一致する時代の 

土器の破片が倉庫跡から出土し、また平成１１年（１９９９年）には高安 

山山中で城壁とみられる石垣の一部が発見されています。高安城が 

どこにあったのか現在も詳しい場所は分かっていませんが、今後の調 

査で幻の城の全容が明らかになる日も遠くはないかもしれません。 
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情報発信をしていますので、 

いいね！してください。 

八尾市立龍華図書館 指定管理者 株式会社図書館流通センター 編集・発行 

 専業主婦として毎日を過ごしていた著者は、南極とそこで働く人々について興味を持ち、

調理隊員の道をめざします。第５７次南極地域観測隊の隊員として南極へと足を踏み入

れた著者を待ち構えていたのは、食材を一切ムダにできず、ゴミも一切捨てられない極限

の地での生活でした。ラーメンの残り汁すら廃棄できない環境で食品ロスに向きあった著者

だからこそ気づけた暮らしの知恵と「温かくて美味しいものを食べてほしい」という日本でも

南極でも変わらない料理人としての情熱がつまった１冊です。 

身近な法律講座 

●日時…2024年 1月 21日(日)  

      14:00～15:30 

●場所…龍華コミセン 3階 集会室 

●対象…18歳以上 

●定員…30人(申込順) 

●申込…2024年 1月 10日(水) 9:00～ 

龍華図書館カウンター、電話、FAXにて受付。 

 八尾市立図書館インターネットサービスに「スマート貸出」

機能が登場しました。お手持ちのスマホ画面に借出カードの

バーコードを表示して図書館で貸出を行うことができます。 

 

 

本間法律事務所の本間亜紀先生をお招きして、 

遺言書の書き方や成年後見制度など 

相続に関する法律について教えていただきます。 

 

 

スマート貸出を活用しよう！ 

１ 

 

③画面右上の    をタップ 

④利用照会をタップして下に表示された 

利用照会をもう一度タップ 

①スマートフォンで図書館ホームページの 

利用者メニューにログインする 

②利用者番号とパスワードを入力して 

をタップ 

⑤「借出カード」のバーコードが 

表示されました！ 

操作手順 

 
図書館カウンターでこの画面を表示して 

ください。自動貸出機でも利用可能です。 

※パスワードをお持ちでない方は、ご本人が現住所・氏名が確認で

きるものをご持参のうえ、図書館カウンターで「仮パスワード」の発

行を申請してください。（対象者は、八尾市に在住もしくは八尾市

内に通勤・通学している人、または大阪市・東大阪市・柏原市に

在住の人に限ります。） 

 

 

ログイン 


